
水源環境保全・再生かながわ県民会議 活動結果報告

平成22年７月29日に開催した「第９回水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム（県西地域フォーラム）」

の内容は次のとおりでした。

名 称 第９回水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム（県西地域フォーラム）

企画運営委員 片山幸男 高橋弘二 髙橋二三代 増田清美

開催日時 平成22年７月29日（木） 18:30～20:50

開催場所 小田原市生涯学習センターけやき ２階ホール

出 席 者 淺枝隆（※１）、井伊秀博、片山幸男（※２）、加山俊夫（代理出席）、木下奈穂、久保重明、倉

橋満知子、木平勇吉、小林信雄、高橋弘二、髙橋二三代、増田清美、柳川三郎

※１ コーディネーター ※２ 主催者あいさつ

参 加 者 １０５名

報 告 者 髙橋二三代

内 容 １．主催者あいさつ 片山委員

○県西地域での開催も２回目を迎えた。

○酒匂川の水源環境保全・再生については、小田原市が中心となり

酒匂川水系保全協議会が組織され、水質浄化に努められている。

○フォーラムでいただいたご意見については、24年度からの次期

５か年計画に反映させていきたい。

２．水源環境保全・再生施策平成19～21年度 事業実績

水源環境保全・再生事業の平成 19～21 年度実績について県・河原水源環境保全課長から説

明を行った。

３．次期「かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画」に関する意見書について

次期「かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画」に関する意見書について、高橋（弘）

委員から説明を行った。

４．パネルディスカッション

コーディネーター 埼玉大学大学院理工学研究科教授 淺 枝 隆

パ ネ リ ス ト 小 田 原 市 長 加 藤 憲 一

〃 酒匂川を伝える会代表 小山田 大 和

〃 特定非営利活動法人しのくぼ専務理事 稲 葉 定 義

各パネリストからの活動報告に引き続き、会場からの質問・意見等を踏まえ、パネルディス

カッションを行った。

活動事例・意見発表

（加藤氏）

○学生として、社会人として、あるいは農業従事者として酒匂川と深い関わりを持ってきた。ま

た、小田原市長になってからは「酒匂川水系保全協議会」の会長を務めるなど、酒匂川はまさ

に自分が育ってきたフィールドである。

○酒匂川は広域連携に欠かせない。これからの地域は、自治体という区分よりも水系というエリ

アをベースとして絆が作られていくと思っている。周辺の自治体と連携をして酒匂川の保全に

努めていきたい。酒匂川が地域統合のシンボル・郷土愛の象徴になっていく。

○我々の暮らしぶりが都市部の方たちの飲み水の水質を決めているということは、肝に銘じてお

かなければならない。

○水質は高度成長期に生活排水や企業排水により悪化したが、流域の住民・企業の方の努力によ

り改善された。水量は水源林の荒廃などにより減少しており、問題となっている。こうした中

で、水源環境保全税の果たす役割は重要である。

○我々の子孫のために、我々の世代が果たすべき環境再生への取組に着手するべく、大きなビジ

ョンを掲げて行動していかなければならない。

片山委員
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内 容

（続き）

（小山田氏）

○酒匂川は人や物をつなげるネットワークであり、素晴らしい地域資源である。

○学生時代から「酒匂川流域の交流ネットワーク会議」に参加。酒匂川という素晴らしい地域資

源を伝えるべく冊子を作成し、小学校での出前授業を行っている。また、講演など地道な活動

を積み重ねて、この地域の良さを伝えている。堤防の草刈りなど現場の活動なども行っている。

○酒匂川流域に松並木がある。これは、かつての住民たちが堤防を強くするため、自ら費用を捻

出して植えたものであり、きちんと守っていくべきである。

（稲葉氏）

○100年前、50年前、現在の酒匂川流域の地形図を見比べると、昭和30年代ごろから開発が進み

水源涵養の役割が果たせなくなりつつある実態が見える。水源環境は山間部が担うものと思われが

ちであるが、かつては平野部も水田という水源環境を立派に保ってきた。

○ＮＰＯしのくぼは地域水源林となる大井町の中山間地域で環境保全対策を実施している。平成

20 年度より「市民事業支援活動補助金」を得て活動している。活動が点から面へと広がりを見

せている。

パネルディスカッション

【酒匂川流域の現状について】

（淺枝氏）

丹沢湖の全リンの数値は低く、アオコは発生していないが、

今後も注意し排水等を流さないことが必要である。それがこの

地域の財産を守り、都市部の水源を守ることにもつながる。

酒匂川のＢＯＤの数値も低く非常に水質が良い。急流というこ

とだけでなく、住民の方が気を使ってくれているからであると思う

が、今後も流域全体で注意していくことが必要である。

【将来の酒匂川の姿と水源環境保全税について】

（加藤氏）

地域を流れる川との一体感を取り戻していくことが必要であ

る。また、酒匂川を守るため、直接この流域に住んでいる人たちだ

けでなく、酒匂川の水を飲んでいる都市部の人たちとも、大きな意

味での水系を共有した人間として絆を作っていく必要がある。

（小山田氏）

自分たちでできることは自分たちで極力行なって、どうしても

できないことを行政と一緒にやっていくという心づもりが我々

市民活動団体にとって大事である。

（稲葉氏）

市民事業支援活動補助金の継続をぜひお願いしたい。

ここ２・３年の活動を通して、地域の荒廃という「負の連鎖」

を断ち切ることができつつあることはうれしいことである。

第９回県民フォーラム企画運営委員の感想

片山幸男

当日は雨模様で、市民の出足も鈍く、参加者は105名という結果に終わってしまった。前回は山北町で開催されたが、

全国植樹祭実施などの明るい話題があったり、地域が森林区域であることなどの理由から、250名の参加者があった。

しかし、今回は、最下流部の小田原市内での開催ということから、水源林整備の必要性は認めても、それが即、住民参

加に結びつきにくかったというのが、参加者が限定された要因ではなかったのではないか。

高橋弘二

パネリストの報告から、流域に恵みをもたらす酒匂川に対する愛着が感じられました。酒匂川流域が、横浜や私の住

んでいる横須賀・三浦の水道水源になっていることを知り（再認識し）、酒匂川流域の環境保全に関わっている方々 の

努力に感謝しなければと感じました。しかし、それぞれの地域のどれだけの人がそのことを知っているだろうか？

髙橋二三代

今回のフォーラムにおいて、新たな酒匂川情報を沢山知ることが出来ました。県西地域での水源環境保全事業の多く

は酒匂川に通じている事で、流域に生活する私たちのみならず、神奈川県民の大切な川であることも痛感しました。多

方面に案内のチラシを配布しましたが、参加者の少なかったことがとても残念に思います。今後の課題の一つです。

増田清美

県西地域を流れる酒匂川の水は、都市部(横浜・川崎)の市民に供給されているが未だに浸透されていない感があり、

水源地域で暮らす県西地域住民との温度差は否めない。しかし、パネリストの「供給できる水資源を持っていることは

素晴らしい。地域資源を持つ県西地域は誇れる」の言葉は力強く、これからも都市部の人たちに理解してもらう努力を

すべきと感じた。

コーディネーター

(淺枝委員)

パネリスト（左から加藤氏、

小山田氏、稲葉氏）
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